
市政だより

おかざき

　　　　　　　　　　　フフホト　本市の友好都市・中国呼和浩特市から４人の

農業研修生かやって来ました。農業実習のため

農家にホームステイし、カリキュラムに従って

農業施設などで勉強しています。市役所を訪れ

た研修生に農務課の担当者が「岡崎の農業」の

現況について説明しました。
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　lll-界各川の水質問題研究者が河川や湖沼の水質を守りながら水

資源の利川を考える国際研修会（国連地域開発センターなど)ﾓ催）

が、19日から2211まで岡崎市内で開かれました。

　巾では、川iiの前日18日、岡崎公喇内の茶室「城南事」で茶会

を催して一行を歓迎。初めて味わう抹茶はちょっぴり呂:かったよ

うですが、亀でやかな振り抽姿の娘さんには思わずにっこり。

　研修会には、流域の自治休や水の利＼l者、開発企業などが一休

となって水質保令と産業振興を両政させている矢作川の水質管理

の状況を視察するため、束南アジア、アフリカなど13力国約40 人

が参加。 191ﾃﾞ|は各圓の小例を、20川には矢作川沿岸水質保令対策

協､議会の内藤連三小務岫災が矢作川の取り組みについて報告しま

した。

　21日は矢作川沿岸のi:場や中央総合公喇の水質i'J濁)i止方法を

熱心に視察。最終nの22日は、視察の結米などをもとに岫後の意

見交換をし、４日間の研修会の昏を閉じました。

〇＾饗昌r'じ延延，
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　安藤広mの東海道瓦十三次にも登場する矢作僑。

日吉丸（後の豊臣秀古）と峰須賀小六が出会ったと

いう伝説が伝わるロマンあふれる僑です。この矢作

嬌の叫のたもとに、二人の出会いにちなんだ「出合

之像」が設;i゛1され、28 n、除幕式が行われました。

　石像は、岡崎産のみかげ石mで、台座を含む高さ

は･1.6;.:。「|.Yi]|Il.{fの西の入り目を飾るモニュメント

に」と、後藤頁利さん（.1/内康i通南）に寄付して

いただいたものです。歴史のまち岡崎に、また一つ

r,所が艇'!-:しました。

χ%″

さ
れ
い
な
水
は
ど
う
し
た
ら
ソ

w - ^開
斤噸●裴

郎

最
終
日
の
意
見
交
換
会

２

除幕式に参加した後藤さんとお孫さん
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1990年3 即5日

４

φ
呼

原
町
か
ら
自
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

　あいにくの曇り空が広がる25日、ゆかりのまち岐

阜県関ヶ原町から世界こども美術nv-物館に雪が川き

ました。このプレゼントは、’］･rの少なかった昨年を

除いて４年前から続いているものです。

　午前９時、lo^ダンプ５台分の雪が広場に到着。

待ち構えていた子供たちは、小山のように盛り上が

った雪によじのぼって、雪遊びを楽しみました。

工区 工事対象地域 工事期間 弓･込可き世帯数

第２工区 悔1、愛宕、連尺学区 １月末～3,6末 幻3.200

第３工区 井三広幡学区 ３月初～s戸末 巧3,200

第4工区 根石、男I･･学区 ４月初～6月末 約2.400

第5工区 大門．大経;寺学-^ 7月初～g月末 約2,400

市政だより お　か　ざ　き

･‾Lχs一耶ａ

メ
イ
ド
ー
イ
ン
・
お
か
ざ
き
を
食
心
に

　岡崎､砥の農林産物をPRする「農林産物フェア」

が、16日から18IJまでジャスコ岡崎店で開かれまし

た。市では、市内のａ産物の知名度を高めるために

一昨年からブランド化事業に取り組んでいます。今

川のフェアでは、24のブランド品の中からイチゴ。ナ

ス、シイタケ、’ﾄ肉など11品目を即売。市価より２割

ほど安いとあって、大勢の以物客でにぎわいました。
－

Ｉ
：
ｆ
－
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E学んでいます

か
ん
ば
つ
て
い
ま
す

友
好
都
市
・
中
国
呼
和
浩
特
市
の
農
業
研
修
生

　
今
ヽ
本
市
の
友
好
都
市
一
ｔ
ｙ
和
潅
柊
市
の
農
業
研
修
生
四
人
が
、
岡
崎
の
農
業

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
昨
年
、
貫
才
呼
和
浩
特
市
長
が
岡
崎
を
訪
問
さ
れ
た
際
「
半
年
間

日
本
の
農
業
を
勉
強
さ
せ
た
い
」
と
中
根
岡
崎
市
長
に
要
請
が
あ
り
、
実
現
し

ま
し
た
。

　
研
修
は
、
昨
年
十
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
、
各
農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な

が
ら
農
業
の
実
技
を
学
び
、
農
業
改
良
普
及
所
な
ど
の
ご
協
力
で
、
週
一
回
程

度
、
一
同
に
集
ま
っ
て
講
義
や
農
業
施
設
の
見
学
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
農
業
が
国
際
親
善
に
活
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
農
家
の
皆
さ
ん

大
和
町
　
坂
田
裕
さ
ん
（
6
0
歳
）

　
私
た
ち
が
呼
和
浩
特
巾
の
ａ
業
研

修
咀
を
受
け
入
れ
た
農
家
で
す
。
呼

和
請
特
巾
で
農
業
指
導
の
一
線
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
が
た
で
、
非

常
に
研
究
熱
心
な
の
に
は
感
心
し
ま

し
た
。
外
農
家
が
が
門
に
す
る
農
作

物
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
私
た
ち
も
頓
張
り
ま
し
た
。

先
生
と
呼
ば
れ
、
ヤ
ヤ
戸
惑
い
、
次

々
と
質
問
さ
れ
て
、
か
え
っ
て
私
た

ち
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
研
修
ｔ
の
皆

さ
ん
が
田
に
帰
っ
て
、
私
た
ち
の
農

業
経
験
と
技
術
か
呼
和
浩
特
巾
の
農

奎
の
近
代
化
に
没
ｙ
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
受
け
・
へ
れ
農
家
と
し
て
・
一
ん

な
に
嬉
し
い
Ｉ
一
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
私
た
ち
も
呼
和
浩
特
巾
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、

西
本
郷
町
　
近
藤
肇
さ
ん
（
5
8
歳
）

宇
頭
町
　
新
海
清
平
さ
ん
（
6
1
歳
）

駒
立
町
　
岡
田
益
夫
さ
ん
（
3
8
歳
）漁

羽
根
町
㈱
松
本
養
鶏
園

　
代
表
者
　
橋
爪
秀
夫
さ
ん
（
5
4
歳
）
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111.　・｡　　－地
で
の
実
習

研
修
生
の
皆
さ
ん

'くイ　　イヨン　クェイ
白　永　貴さん

英さん
シイユ

秀

チョン

成

英さん
ウI ン

文

チャオ

趙ｸェイ魁さん
チャン

　占

▼東公園では、呼和浩特市寄贈のロバと対面。

　
　
　
　
ト
岡
崎
市
国
際
交
流
協
会
日
本
語
教
室
の
メ
ン

″
高
　
“
－
と
Ｉ
ｔ
に
旅
行
ヽ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
・

マ
レ
ー

岡
崎
公
園
で
は
、

μ
口
繋

▲岡崎市農業祭では中国帰国者の呂家楼さん夫妻（向か

　って左の２人）と一緒に参加しました（1989. 11. 5）c

県
岡
崎
農
業
改
良
普
及
所

　
　
所
長
　
藤
井
　
登
さ
んil、|1111

更
に
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い

・ － 皿 ㎜ Ｗ － ㎜ ’ ･ 〃

　
　
巾
農
務
課
と
牛
年
間
で
延
べ
１
瓦
　
　
　

一
日
ほ
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
一

一
市
内
の
農
業
施
設
の
兄
学
や
現
地
研
｝

・
修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
。

・
　
私
た
ち
も
岡
崎
市
の
農
業
の
発
展

。
の
た
め
、
世
界
各
国
の
技
術
を
研
究
一

・
し
て
い
ま
す
が
、
も
の
ま
ね
だ
け
で
一
　
　
　

。
は
定
着
し
ま
せ
ん
。
地
域
に
合
う
よ
　
　
　

て
つ
に
、
更
に
工
夫
が
大
切
で
す
。

丿 ミ 7● 〃 ● ･ 〃 - 〃 ･ － -● － － ･ ･ － ・ ･ - ¬ －- ¶” -

　
呼
和
浩
特
市
は
自
然
条
件
や
農
業

基
盤
な
ど
、
岡
崎
と
の
違
い
も
あ
る

- － 〃 ・ ゜ －
” ｀ ｉ ｒ － ミ

よ
う
で
す
が
、
習
得
さ
れ
た
知
識
や
・

考
え
方
を
現
地
に
合
っ
た
よ
う
に
加

工
し
、
応
用
し
て
い
た
だ
く
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　
国
際
化
時
代
、
私
た
ち
の
技
術
が

交
流
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
職
員
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

●¬4.-9’・・⌒:’之-．．←｀Ｔ〃うマ～一一‾～‾．iｌ



６

真の交流をめざして

研修生にお聴きしました
　
　
高
　
占
魁
さ
ん
（
2
6
歳
・
男
）

　
　
　
　
　
　
１
な
ｙ
す
戟
峡
ご
　
の
碩
修
中

。
な
す
栽
培
を
研
修
し
て
い
ま
す
。

岡
崎
の
気
候
は
温
暖
で
す
ね
、
内
蒙

占
は
夏
は
過
ご
し
や
す
い
で
す
が
、

冬
の
寒
さ
は
厳
し
く
風
も
す
ご
く
強

い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
冬
期
の
温
室

栽
培
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
、
し
か

し
。
気
象
条
吽
の
良
い
ぽ
を
出
来
る

だ
け
良
く
延
ば
す
た
め
に
、
温
室
を

活
川
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
呼
和
浩
特
巾
で
は
風
よ
け
に
四
ぢ

を
レ
ン
ガ
で
洲
っ
た
ハ
ウ
ス
栽
培
を

奨
励
し
て
い
ま
す
が
、
設
備
コ
ス
ト

▲東本郷町の集出荷場での作業実習

を
い
か
に
ド
げ
る
か
が
課
題
で
す
。

　
そ
れ
と
作
物
の
収
眼
期
が
夏
朗
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
度
に
人
‥
厄

の
野
栗
が
市
場
に
出
川
り
、
匝
段
が

暴
落
・
市
場
で
野
菜
が
腐
っ
て
し
ま

う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
岡
崎
の
市
場
や
お
店
の
野
菜
が
新

鮮
で
奇
麗
な
の
に
術
く
と
と
も
に
、

日
本
の
生
鮮
食
品
の
流
通
機
構
を
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
今
。
‐
入
れ
農
家

　
　
　
大
和
町
　
坂
田
裕
さ
ん
（
6
0
歳
）

趙
　
文
英
　
さ
ん
（
訊
一
歳
・
女
）

　
「
ぶ
と
う
と
い
ち
ご
栽
培
」
の
研
修
中

　
呼
和
浩
特
市
農
牧
局
の
染
田
技
幹

を
し
て
い
ま
す
。
‥
収
初
は
駒
い
吐
町
の

岡
川
さ
ん
に
ぶ
ど
う
栽
培
を
教
わ
り
、

今
は
、
新
海
さ
ん
か
ら
い
ち
ご
栽
培

を
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
農
匙
は

賤
賊
化
さ
れ
咀
産
件
が
高
い
の
に
は

驚
い
て
い
ま
す
、
私
の
家
挨
ば
子
供
が

一
人
て
夫
と
具
稼
ぎ
で
す
、
夫
と
は
大

学
時
代
の
同
級
生
て
恋
愛
で
結
ば
れ
ま

し
た
　
乍
は
と
て
し
中
せ
で
す
　
ト
ー

歳
の
娘
が
生
ま
れ
た
と
き
２
力
川
間

の
産
休
の
後
は
、
近
く
の
娘
さ
ん
に

≫
_
供
を
地
て
い
た
だ
き
勤
め
は
続
け

ま
し
た
。
離
乳
し
て
か
ら
は
、
北
京

▼新海さん夫妻と談笑

草原の星空は忘れられません

宮石町

磯谷勝子

　　さん

に
い
る
主
人
の
げ
に
泊
け
、
四
歳
か

ら
呼
釦
浩
待
巾
の
寄
砧
舎
付
き
の
幼

推
園
に
・
ぺ
れ
ま
し
か
～
土
曜
日
に
迎

え
に
行
き
、
日
曜
は
。
Ｇ
Ｌ
供
と
過
ご
し
、

月
曜
‐
に
送
っ
て
行
く
わ
け
で
す
、

　
中
田
の
。
‐
弟
教
育
は
厳
し
く
学
校

か
ら
川
る
と
少
年
宮
で
学
ば
せ
、
川

鋭
が
玖
隙
ぎ
で
す
の
で
お
１
に
い
も

よ
く
し
ま
す
よ

受
け
入
れ
農
家

　
駒
立
町
　
岡
田
益
夫
さ
ん
（
3
8
歳
）

　
宇
頭
町
　
新
海
清
平
さ
ん
（
6
1
歳
）

　研修'Ar.の皆さん、ようこそお越し

くださいました。一昨年提携一周年

友好訪問団の一口として呼和浩特巾

を訪問しました。

　一緒に行った大野さんと現地のご

婦人たちと一時間近く懇談しました。

国悄は違っても、女同士。少しも変

わりがないと感じました。郊外のＱ

原で眺めた星空の美しさは忘れられ

ません。呼釦浩特市の人たちが心温

かく迎えてくれた「大陸的なおおら

かさ」は、学びたいですね。
▲岡田さんの家族たちと中華料理店で食事をしました。



お　か　ざ　き市政だより199( 年3 月15日
７

白
　
永
貴
さ
ん
（
4
8
歳
・
男
）

　
　
　
　
　
「
養
鶏
し
の
研
修
中

　
中
国
人
民
解
放
軍
獣
医
大
学
か
・
馳

業
し
、
呼
和
浩
特
市
獣
医
工
作
所
に

二
十
九
年
間
勤
務
し
、
防
峻
・
検
疫

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
、

　
今
回
の
叫
修
で
、
巾
政
所
の
獣
医

さ
ん
な
ど
か
ら
本
を
増
７
　
さ
れ
び
‥
ん

で
い
ま
す
。
中
国
で
は
獣
医
関
係
の

が
門
沁
が
少
な
い
ん
で
す
。
‐
本
語

は
Ｉ
分
話
せ
ま
せ
ん
が
、
日
本
語
の

俘
門
潜
な
ら
漢
字
を
使
っ
て
い
る
の

で
良
く
惘
り
ま
す
よ
。
内
蒙
占
は
鶏
の

叫
に
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
な

▲フィリピンの研修生と一緒に勉強

ど
は
た
く
さ
ん
収
穫
さ
れ
ま
す
。
個

人
的
な
考
え
で
す
が
、
養
鶏
事
業
を

日
本
と
〈
‐
弁
で
普
及
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

　
今
の
中
国
は
、
国
か
ら
与
え
ら
れ

た
土
地
で
排
作
し
、
生
産
物
の
一
部

を
国
に
提
供
す
れ
ば
、
残
り
は
自
由

に
市
場
に
出
荷
で
き
ま
す
。

　
中
国
人
は
っ
ご
ち
そ
う
一
を
た
く
さ

ん
用
意
し
お
客
を
大
歓
迎
し
ま
す
、

呼
和
浩
特
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
け
入
れ
農
家

　
羽
根
町
　
㈱
松
本
養
鶏
園

　
　
代
表
者
　
橋
爪
秀
夫
さ
ん
（
5
4
歳
）

成
　
秀
英
さ
ん
（
4
6
歳
・
女
）

　
　
　
　
ぶ
ち
ご
栽
培
に
の
研
修
中

　
私
の
家
政
は
、
既
賊
工
場
の
技
術

行
の
夫
と
ト
八
４
の
息
子
と
十
六
才

の
娘
の
四
ん
家
政
で
す
。
呼
和
浩
特

市
繩
子
公
司
に
勤
め
ニ
ト
年
近
く
農

業
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
呼
和
浩
特
市
で
は
、
い
ち
ご
は
露

地
栽
培
だ
け
で
生
産
‥
厄
も
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
帰
っ
て
か
ら
市
政
府
に

働
き
掛
け
、
市
民
の
食
卓
に
新
鮮
な

い
ち
ご
を
提
供
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス

栽
培
を
普
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
国
の
料
理
は
濃
い
味
付
け
を
し

ま
す
。
最
初
は
、
中
国
の
味
が
恋
し

く
思
い
ま
し
た
が
、
も
う
ロ
本
の
味

に
椙
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
日
本
の
女
性
は
大
変
よ
く

働
か
れ
ま
す
に
ね
。
お
匪
話
い
た
だ
い

た
岡
崎
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
友
好
が

一
層
深
ま
る
こ
と
を
頻
っ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
農
家

　
西
本
郷
町
　
近
藤
肇
さ
ん
（
5
8
歳
）

岡
崎
の
な
す

　
ハ
ウ
ス
に
よ
る
年
一
作
型
の
栽
培
。
・

で
す
。
冬
春
な
す
は
国
の
野
菜
指
定
｝

産
地
と
な
っ
て
、
三
団
地
が
建
設
さ
Ｉ

れ
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎
の
い
ち
ご

　
矢
作
地
区
を
主
体
に
ハ
ウ
ス
促
成
い

栽
培
が
行
わ
れ
、
共
同
で
京
浜
・
中
‘

京
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
い

岡
崎
の
餐
鶏

　
採
卵
鶏
は
経
営
規
戌
が
定
着
し
経

営
の
合
理
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎
の
ぶ
ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
駒
立
、
阿
知
和
、
常
磐
地
区
の
山

間
地
で
栽
培
さ
れ
、
山
間
地
の
景
観

を
活
か
し
た
観
光
ぶ
ど
う
狩
り
も
あ
。
。

り
ま
す
。

ト
岡
崎
の
農
林
物
産
品



｜

岡
崎
城
図

（
小
野
益
計
氏
蔵
）

岡崎桜まつり
｜夜さくら照明 ４月１日～15日

　　午後６時～10時

｜家康行列

観光協会　昔23－6 ２１６

４月８日

　　午後１時30分

;
BHtî M

;岡崎城絵図展

３月21｢1～４月23日

- ８－

62 17

●場 所　三河武士のやかた家康館特別展示室

　　　　　　　　　　≫24- 2 2 0 4

●開館時間　午IJiJ9時～午後5時

●内 容

　人館は午後A時30分まで。ただし、(
桜まつり期III]中は午後8時3O分まで

)

　岡m城絵mを時代順に展示し、城

下町の変迷を紹介します。展示物は

城絵図10点のほか城郭資料など。



９－

愛
細
環
状
餓
迫

=fif.AS!

1990年３月15日

桜まつり・家康行列に伴う交通規制図

ｙ
圭
に

　
　
ｊ

八
帖
史
一
複

岨
隠ｊ

ｌ

ｙ

ｉ
豊
旧

／

□

*乙,り･!

市政だより

　⊇]回

付∩l≪Willrfjむ

潅まず

言訃言千

Ｄ
ロ
ー

ｙＳ
＝

ｌ
<心

靭伽
り

１
ｔ

I
りＳ

ｊ

－

桜まつりに伴う岡崎公園周辺交通j

　〈期日〉平成2年4月l日旧ト平成2年4月1

　　午前９時から午後10時ま

t @χχXχχχχχχχ
１

+
-
D
a
"
"
一

お　か　ざ　き

家康行列通遇予定時刻

伊賀八幡宮

先頭l 3:30　後尾l4:00

康生北交差点

先頭14:10　後尾14:40

島町交差点

先頭14:35後115:05

東岡崎駅前

先頭14:45　後尾15:15

殿陰下流南岸着

先頭15:00　後尾15:30

伝≫.派出所ri!^ff.A

－　　－

ご

ヘ

ペ

ヽ亀n･

*、

半 u i皿

凡

例

｢‾コ

車両通行禁止道路

(昆維パス･許可車を皿Ｏ

Ｏ家康行刃
　乍後1同00分から終了ま-r

圖圖 駐車禁止

一方通打

¥,ぽ]9時か’午後i")叶ま゛

＠…■■色 歩行者用道路

=争 家康行例の順路
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観光協会容23　6217 ・体育協会登53 －7644

行　事　名 開催日時 楊　所

夜ざくら照明(開花の状況により変更) １日～15日　午後6時～午後lO時 岡崎公園･ 伊貿川閻辺

桜　ま　つ　り　写　真　撮　影会 １日～15日 岡崎公園・伊賀川周辺

江　戸　時　代　の　岡　崎 常設展　　午前９時～午後時o分 岡崎城

岡　　綺　　城　　絵　　図　　展 3/21～4/23午前9時～r-後時30分 三河武士のやかた家康館

愛知佃謡作家m 崎大会 1 日　　　午前９時～午後5時 矢作三区矢作市民ホーム

湯茶の接待・喫煙マナーPR・煙草即売 1 H・8 日　午前＼o時～ 日本たばこ産業岡崎営業所

第27回市民春季総合ソフトポール大会 １日　　　午|竹8時3O分～ 県総合運助場野球場ほか

第20151市民バドミントン選手権大会 １日　　　午前9時～ 岡崎市体育館

第19回岡崎さくら祭り馬術大会 1 H　　　午liu 9時～ 岡崎乗馬会馬場

第19回岡崎市アーチェリー大会 1 日　　　午前９時～ 県営禅り場

平成２年度春季岡崎市民射撃大会 1 H　　　午[iu 9時～ 藤川射撃場

桜まつり能楽堂邦楽祭 1 H　　　午前l叫30分～午郎時 岡崎城二の丸能楽堂

華道栄芯流憩の中のいけばな ６日- 9日　午前9時～ 羽眼町エトワール

桜まつり花き品評会・即売会 7 日・8 日　午fiu 9峙～午後4時 篭田公園

家　　　康　　　　行　　　　列 ８日　　　午後１峙30分～ 市内主l 路

家康行列写真撮影コンクール ８日　　　午後１時30分～ 巾内主要路

金　魚　・　錦　鯉　の　即　売　会 ８日　　　午前io叶～ 硲田公園

第25回スクエアダンスパーティー 8 H　　　午前lO時～午後A時 屯美丘会館

岡崎煎茶道友煎会10周年記念煎茶会講演会 ８日　　　午前10峙～午後４峙 岡崎公園茶室・巽m

第24回市民軟式野球オールスター大会 ８日　　　-r |拘9時～ 岡崎公園グラウンド

平成２年度春季市民総合卓球大会 8 日　　　午前9時20分～ 岡崎市体育館

第30回市民剣道野試合大会 8 日　　　午前９時30分～ 岡崎六名公園グラウンド

第31回愛知県東西対抗ボクシング大会 ８［|　　　午後１時～ 菅生川河川収け叫り

マジックとカラオケを楽しむ会 8 日　　　午前10時～ 岡崎公園

春　の　市　民　川　柳　大　会 ８日　　　午前10時～ ･屯美丘会館

書　門　西　三　学　童　書　展 13日～15日　午･前io時～ 岡崎市美術館

岡崎石工団地石まつり'90 14日～15日　午前９時～午後５時 上佐々木町石工団地

榊原圭以好アートバレエ　定期公演 15日　　　午後２時30分～5時30分 岡崎市民会館

鳳　　凰　　短　　歌　　大　　会 15日　　　午前9 時～午後^時 岡崎公園内巽閥

煎茶道松月流西三河支部茶会 15日　　　午前10時～午mi時 岡崎公園茶室・巽m

日本雲鳳流民em まつり 15日　　　午前10時～ 岡崎市農協本店3 階ホール

岡崎市民硬式テニス大会 15日　　　午前８時30分～ 県営テニスコート

第45回市民総合バスケットポール大会 15日　　　午前８時45分～ 矢作体育館

第25回岡崎市民サッカー大会 15日　　　午前９時～ 県営サッカー場ほか

第29回岡崎市民総合ハンドボール大会 15日　　　午前９時～ 岡崎北高校グラウンド

第36回岡崎市民総合バレーポール大会 15日　　　午前９時～ 市内体育館

第42 回岡崎市民軟式庭球大会 15日　　　午前９時～ 岡崎公園テニスコート

第V回岡崎市民弓道大会 15日　　　午前９時30分～ 岡崎公園弓道場

Ｂ ＭＸ･90第il回モトクロス大会 15ロ　　　午前10時～ 菅生川河川敷(左岸）

第伊回岡崎市民ボウリング大会 15日　　　午後7時～ エールボウル

家　康　公　御　神　忌　大　法　要 17日　　　午前10時～ 大樹寺

細　川　流　盆　石　・盆　画　展 20日～22日午前io時～午後4時 竜美丘会館

日　　本　　人　　形　　展 20日～22日　午前lO時- 岡崎公園内巽閣

第34回白梅会舞踊発表会 22日　　　午前11時～午後６時 せきれいホール
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市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

第
2
9
回
岡
崎
市
民
総
合
ハ

ル
大
会

ン
ド
ポ
ー

種
別
　
①
高
校
（
男
・
女
）

　
　
　
②
一
般
（
男
・
女
）

監
督
会
議
　
４
月
７
日
出

i
ａ
ｉ
Ｄ
≪
M
w
＞
(
ｎ
ｕ
i
i
i
i

　
　
　
　
　
　
　
"
･
　
―
^
　
-
　
　
　
　
―

　
　
．

時

3 0
分
か
ら
岡
崎
市
体
育
館

の
部

の
部

午
後
６

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
４
Ｈ
。
６
日
吻

ま
で

岡
崎
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

種
別
　
①
…
力
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
②
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
　
一
組
八
百
円

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
参
加
料
を
添

え
て
４
月
２
日
凹
ま
で

第
3
6
回
岡
崎
市
民
総
合
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

種
別
　
①
一
般
（
男
・
女
）
の
部
（
九

人
制
）
②
高
校
（
男
・
女
）
の
部
（
六

人
制
）

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
３
月
3
1
日
川

ま
で

監
督
会
議

４
月
１
日
印

　
　
　
　
ぐ

午
後
５

時
3
0
分
か
ら
岡
崎
市
休
育
館

第
4
2
回
岡
崎
市
民
軟
式
庭
球
大
会

種
別
　
①
男
子
の
部
②
女
子
の
部

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
４
月
４
日
出

ま
で

Ｂ
Ｍ
ｘ
9
0
第
1
1
回
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会

種
別
　
①
高
校
・
一
般
の
部
②
中
学

　
体
育
協
会
　
e
5
3
　
7
6
4
4

生
の
部
③
小
学
生
５
・
６
年
の
部
①

小
学
生
３
・
４
年
の
部

申
込
み
　
所
定
川
紙
で
４
‐
り
７
日
測

ま
で

第
1
8
回
岡
崎
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

種
別
　
①
男
子
の
部
②
女
子
の
部

競
技
方
法
　
一
人
四
ゲ
ー
ム
で
ス
ク

ラ
ッ
チ
ト
ー
タ
ル
ビ
ン
に
よ
る
、

参
加
料
　
一
人
千
円
（
当
日
納
人
）

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
４
川
８
‐
川

ま
で

第
2
5
回
岡
崎
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

種
別
　
①
一
般
の
部

申
込
み
　
所
定
用
紙
で
３
月
3
1
日
巾

ま
で

監
督
会
議
　
４
月
６
日
図
　
午
後
６

時
3
0
分
か
ら
市
休
育
館
会
議
室

※
　
開
催
は
桜
ま
つ
り
行
事
表
の
と

　
お
り
で
す
。

　
申
込
先

　
〒
相
　
市
内
六
名
本
町
七
番
地

岡
崎
市
体
育
協
会
各
大
会
係

　
申
込
み
所
定
用
紙
・
大
会
要
項

は
市
役
所
体
育
課
・
市
体
育
館
に

あ
り
ま
す
。

夜間照明施設利用の案内

　　　　　　　教育委員会体育課　023-6 3 6 1

　lU民の皆さんの休力＼l'＼I.、m康づくりの

施設として幣備されています。

　皆さんのil 1発なご利uをお待ちしていま

す。

区分 施設名 利　用　種　目 使用科(1面30分につき)利用の受付蝸所 利用時間 利用期間

学

校

運

動

場

小

学

校

連尺､羽限､晦
iei,限石､奄美

丘、城m.人

門､小豆収､岡
崎、L地、縁
tf.､t-田､細川

　　　　　　　　　　　ｌ

ソフトボール　１而･､多目的3　　　800円　　各学区夜間照叫

　　　　　　　１　　　　　　施設運営委貝会

午後時o分

　　　～9時

'I)]1 H大樹寺 女子ソフトポールのみli卵多目白い 700円

４ 矢作北 軟式野球1兼ソフトポー･V'＼1面侈目昨 1.200円 Jylドツヶ’午mi時-9時　‘

都
市
公
園
運
勣場

南
軟式野球（兼ソフトボール) 1 ifii

1.800円

岡崎市体育館

≫s:;　1 ド目

午後５叶

　～9 時

1叫31日

日　　名 1,600円

境 軟式野球（兼ソフトボール) 2 ifii 1.400円

明神僑 袱式野球|兼ソフトボール八ifn 1,200円

六　　名 ソ　フ　ト　ボール　1 iRi 1.100円
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青
木
川
の
ほ
と
り
に
て

常
磐
ブ
ロ
ッ
ク

　
浅
野
　
幸
子
（
滝
　
町
）

　
　
　
昨
年
十
一
川
常
磐
学
区
杜
教
主
催
で
前

　
　
　
常
磐
小
学
校
教
諭
の
都
築
先
生
を
講
師
に
、

　
　
港
町
文
化
財
巡
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
い

’
く
つ
か
の
文
化
財
を
見
て
回
り
ま
し
た
が

　　
そ
の
中
か
ら
私
の
心
を
と
ら
え
た
石
仏
と

・
水
く
ぐ
り
僑
を
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
港
山
東
照
宮
へ
行
く
途
中
、
青
木
川
を
渡

。
る
と
右
に
仁
玉
門
が
見
え
ま
す
が
、
川
に

八
ｍ
つ
て
左
に
曲
が
り
ま
す
。
三
十
メ
ー
ト

・
・
ル
余
り
歩
い
た
右
側
の
石
垣
に
注
意
し
て

　
　
く
だ
さ
い
、
つ
た
に
覆
わ
れ
、
と
も
す
る

一
と
見
逃
し
そ
う
な
小
さ
な
は
こ
ら
が
あ
り

‘
ま
す
。
中
に
か
わ
い
ら
し
い
馬
頭
観
青
が

座
し
て
い
ま
す
。
柔
和
な
お
顔
に
ど
な
た

の
寄
進
か
頭
巾
を
か
む
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

頭
Ｌ
の
馬
頭
は
見
え
ま
せ
ん
が
「
馬
頭
観

ふ
目
は
、
小
指
と
薬
指
を
折
り
、
馬
口
印
を

拾
ん
で
ぃ
る
・
手
の
組
み
方
で
見
分
け
て

ぼ
し
い
」
と
先
生
の
説
明
で
し
た
、
何
時

万
こ
ろ
よ
り
は
こ
ら
の
中
か
ら
世
川
の
変

一
迷
を
見
て
ぃ
ら
し
た
こ
と
か
。
近
く
に
匯

む
お
年
寄
り
に
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
大

。
昔
か
ら
だ
が
、
年
代
は
定
か
で
は
な
い
そ

う
で
す
。

　
も
う
少
し
Ⅲ
。
沿
い
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

万
松
寺
山
門
前
か
ら
少
し
手
前
の
堤
を
下

り
岸
に
立
つ
と
、
向
こ
う
岸
ま
で
人
一
人

通
れ
る
く
ら
い
の
細
長
い
石
が
水
面
よ
り

少
し
高
く
三
つ
に
区
切
っ
て
渡
し
て
あ
り

ま
す
。
。
水
く
ぐ
り
僑
″
な
ん
て
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
訊
‥
前
な
の
で
し
ょ
う
-
1
い
や
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
の
中
か
ら
誰

言
う
と
な
く
こ
の
名
が
付
い
た
の
で
し
ょ

う
。
川
が
少
し
で
も
増
水
す
る
と
水
の
巾

に
く
ぐ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
峙
に
は

街
道
を
往
来
す
る
人
は
ど
う
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。
ち
な
み
に
こ
の
橋
は
旧
大
沼
街

道
の
一
部
だ
っ
た
そ
う
で
す
、
岸
辺
に
大

き
な
匝
の
古
木
か
お
り
ま
す
が
、
で
き
る

こ
と
な
ら
、
そ
の
隋
に
聞
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
遠
い
作
‐
に
恕
い
を
馳
せ
た

晩
秋
の
一
日
で
し
た
。

いつのころよりほこらの中から……

一一一にヽこ.sり･■L-_）－で
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馬
頭
観
音
寺

竜
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
杉
浦
　
誠
一
　
（
美
合
町
）

　
区
画
幣
理
後
め
ざ
ま
し
い
町
づ
く
り
が

進
む
緑
匠
学
区
で
、
古
き
良
き
時
代
の
名

残
、
美
合
町
中
新
田
に
あ
る
「
馬
頭
観
音

寺
」
（
明
空
晃
道
住
職
）
を
訪
に
ね
て
み
ま

し
た
。

　
永
禄
二
年
の
創
建
で
昭
和
三
年
に
立
派

に
町
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
で

倒
壊
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
仮
本
堂
が
全

焼
、
幸
い
に
も
馬
頭
眼
音
菩
薩
像
と
御
縁

起
は
、
近
隣
の
人
々
の
の
気
あ
る
行
動
で

搬
出
さ
れ
ま
し
た
。
御
縁
起
に
は
同
像
の

由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
当
地
は
深
昧
で
人
が
通
れ
る

よ
う
な
道
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
■
Ｊ
そ
の

深
林
で
。
一
人
の
包
翁
が
双
眼
よ
り
光

を
放
ち
、
観
青
経
を
咄
え
る
姿
に
忖
人
た

ち
は
悠
銘
し
、
そ
の
翁
を
作
‐
人
明
神
の

阪
の
姿
と
認
め
崇
拝
し
ま
し
た
。
翁
が
立

ち
去
っ
た
の
ち
に
残
さ
れ
た
約
四
十
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
立
像
は
、
忖
に
寺
を
作

り
、
安
置
さ
れ
、
こ
の
か
を
「
説
作
寺
に

と
名
付
け
ま
し
た
。
・
一
の
寺
を
参
れ
ば
必

ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り

馬
頭
観
音
菩
薩
像

ず
良
い
こ
と
が
あ
る
と
、
毎
年
二
月
の
初
】

午
の
日
に
初
午
絵
が
行
わ
れ
、
近
郊
よ
り

　
　
　

馬
を
引
い
て
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
境

内
で
は
競
馬
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
Ｉ

い
ま
す
。
わ
口
く
は
「
馬
頭
村
」
と
呼
ば
れ
、
一

馬
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
で
す
。
現
在
、
全
一

国
各
地
の
競
馬
場
に
は
必
ず
馬
頭
観
嗇
が
・

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
は
午
年
で
す
。
十
二
年
に
一
度
の
・

御
４
　
尊
の
御
開
帳
法
要
に
あ
た
り
、
三
月

ト
ー
日
に
厳
粛
に
営
ま
れ
、
観
音
寺
の
縁

起
の
一
部
が
読
み
や
す
く
記
さ
れ
た
石
碑
・

が
、
後
匪
に
伝
え
る
た
め
に
建
て
ら
れ
ま
・

し
か
≒
。
一
獲
千
金
を
夢
見
る
競
馬
フ
ア
ン
　
　

な
ら
、
一
度
は
于
を
合
わ
せ
て
み
る
観
音
・

像
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
開
運
祈
順
に
お
　
　
　

出
か
け
に
な
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
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都市美化協会
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３ｊ
．
Ｉ
加
．
１
１
－
あ
1
1
.
1
ｔ
―

・
－
Ｌ
‘
－
－
や

ｅ
１
４
　
－
ｓ

０
商
業
と
ま
ち
づ
く
り

t -1･一一や1　･･! ･¶
t　-1　り１　り一-f -　１

－ ＝ ●
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岡
崎
の
将
来
構
想
を
考
え
る
場
八
‥
、
商
業
を
発

展
さ
せ
、
商
圏
の
拡
大
を
い
か
に
図
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
、
こ
の
な
向
を
誤
る
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
ヽ
ス

　
私
は
、
以
前
か
ら
こ
れ
ら
に
強
い
関
心
を
持
ち
、

世
ほ
作
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
を
見
て
き
た
。
米
国
の
デ

ン
バ
ー
で
は
、
商
店
街
が
協
力
し
て
中
心
部
へ
の

無
料
バ
ス
を
運
行
し
、
郊
外
の
新
シ
ョ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
に
奪
わ
れ
た
客
を
呼
び
寄
せ
て
い
た
し
、
同

じ
町
の
郊
外
で
は
、
な
ん
と
買
物
客
か
ら
人
場
料

を
取
り
「
何
か
買
わ
な
い
と
損
す
る
」
よ
う
な
雰

囲
気
の
露
店
市
場
シ
ス
テ
ム
を
展
開
さ
せ
、
ど
ち

ら
も
買
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
北
海
道
釧
路

市
で
は
、
地
元
の
魚
市
場
と
モ
ダ
ン
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
を
融
和
さ
せ
た
「
フ
イ
ノ
ン
ヤ
ー
マ

ン
ズ
ー
ワ
ー
ク
」
を
見
た
。

　
し
か
し
、
私
か
最
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
横

浜
の
米
国
住
宅
地
跡
に
造
っ
た
「
マ
イ
カ
ル
本
牧
」

で
あ
る
。
こ
こ
は
あ
る
‥
皿
販
店
が
、
世
界
中
か
ら

個
性
あ
る
店
を
集
め
、
ｎ
‥
本
中
で
こ
こ
し
か
な
い
、

こ
こ
に
来
れ
ば
何
か
而
白
い
も
の
が
あ
る
と
期
待

さ
れ
る
様
に
敞
底
的
に
演
出
さ
れ
た
「
ま
ち
」
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
階
は
フ
ロ
ア
全
休
が
美
術

館
の
様
な
雰
囲
気
の
有
名
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
並
。
び
、

４
－
加
‐
―

J

市
長

　
々
根
猿
犬

ヨ
ン
店
街
、
三
階
は
天
井
ま
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
に
飾
ら
れ
た
お
と
ぎ
の
国
の
様
な
ホ
ビ
ー

　
（
趣
味
）
商
店
街
、
地
下
に
は
7
0
ヅ
も
の
大
水
槽

を
持
つ
水
族
館
の
様
な
魚
屋
と
い
っ
た
具
八
‥
だ
。

こ
の
街
の
特
色
は
売
れ
筋
が
異
な
る
た
め
、
地
元

商
店
街
と
競
合
し
な
い
こ
と
と
、
民
闘
が
主
力
に

な
っ
て
進
め
た
た
め
、
思
い
切
っ
た
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
出
来
た
こ
と
で
あ
る
ｎ
横
浜
市
制
百

周
年
事
業
の
一
つ
な
の
だ
が
、
目
玉
事
業
の
横
浜

匯
や
あ
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
入
場
者

が
多
か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
人
気
の
伐
は
推
察

出
来
る
と
思
う
。

　
今
、
岡
崎
も
新
し
い
Ｉ
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
ろ
う
。

二
階
に
上
が
れ
ば
日
本
初
上
陸
の
最
新
フ
ァ
ッ
シ
　
Ａ
ほ
お
じ
ろ

Ｉ'
･
■
*

　
　
-
i
―
i
-

■
｡
―
ｊ
｀
！
Ｉ
Ｉ
Ｊ
‐
。
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４
桑
原
ま
り
子
さ
ん
（
稲
熊
町
）
の
作
品

｜

１
日
㈹
ま
で
の
間
に
、
教
育
委
員
会

庶
務
課
庶
務
係
ま
で
。
巾
詰
書
類
は

４
月
２
日
側
か
ら
同
係
で
お
渡
し
し

ま
す
。

　
決
定
通
知
　
奨
学
金
支
綸
審
査
委

貝
会
で
審
査
・
決
定
し
、
本
人
あ
て
通

知
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
こ
の
奨
学
金
は
、
返
済

の
必
要
は
な
く
、
卒
業
後
の
就
職
・
進

学
な
ど
に
つ
い
て
の
制
限
も
あ
り
ま

せ
ん
。

中
国
語
会
話
教
室
生
徒
募
集

＝
‐
ｉ

国
際
交
流
協
会
ａ
2
3
　
６

　
　
　
　
‐
ｌ
・
・
ｊ
‐

受
講
期
間
　
４
月
１
３
月

―
―

１０

○

６

　
募
集
ク
ラ
ス
・
人
員
・
開
設
日
時

○
初
級
（
初
心
者
）
…
2
0
名
／
毎
週

木
曜
日
　
午
後
６
時
3
0
分
～
７
時
4
0

分
＠
中
級
（
一
年
程
度
の
学
習
経
験

者
）
・
：
1
5
名
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後

７
時
4
5
分
～
９
時

　
場
所
　
竜
美
丘
会
館
会
議
室

　
講
師
　
松
田
文
美
子
氏

　
受
講
料
　
年
額
三
万
六
千
円
（
六

ヵ
月
分
前
納
）

　
申
込
み
　
３
月
3
0
日
吻
の
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で

国
際
交
流
協
会
ま
で
。
後
日
申
込
書

を
送
付
し
ま
す
。
（
先
着
順
）

　
市
政
だ
よ
り
登
2
1
　
1
1
1
1

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

　
保
健
だ
よ
り
ｓ
2
1
1
1
1
2

　
休
口
緊
急
当
直
医
、
倹
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
目
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
吏
）

　
’
一
‘
ど
一
一
）
心
お
は
心
し
萱
‘
‥
‥
一
‐
1
1
1
3

　
(
創
作
童
話
）
　
　
　

４
月
１
日
～
1
5
日

　
　
「
赤
い
げ
た
Ｌ

作
者
鳥
居
　
重
美
さ
ん
　
（
縁
丘
）

　
お
け
さ
ん
と
行
く
田
舎
の
家
に
は
、

　
素
敵
な
も
の
が
あ
る
っ
て
…
な
っ

　
ち
ゃ
ん
は
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

「
㈲
即
剛
」
）
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
自
作
ビ
デ
オ
放
映
予
定

4 23

　～4 28

4 16
～

4 21

4 9
　～４ 14

4 2

　～4 7

期
間

椚

防

署

の

什
･μ

ぶ

19

影の

§

6

　堰

　の

　~ゝ
門

地

市

民

課

□

ビ

｜

硲

ヨ

影の

１

る

　m

　の

　jゝ
門

地

.iゝ

れ

あ

い

市

民
コ

１

ナ

｜

※
午
前
Ｈ
時
か
ら
約
１
時
間

平
成
二
年
度

奨
学
生
募
集

１
‐
‐
‐
‐
ｉ
‐
－
―
－
Ｉ
・
ｉ

教
育
委
員
会
庶
務
課

容
2
3
　
６
４
1
９

　
　
ｌ
ｌ
・
＝
－
１
１

優
れ
た
学
生
・
生
徒
で
、
経
済
的
理

由
で
修
学
困
難
な
か
た
を
対
象
に
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
資
格
　
０
市
内
に
引
き
続
き
三
年

以
上
住
ん
で
い
る
か
た
の
子
女
＠
大

学
（
大
学
院
な
ど
は
除
く
）
・
高
校
ま

た
は
高
専
に
在
学
中
の
か
た
＠
修
学

意
志
の
強
い
か
た
○
日
本
育
英
会
な

ど
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い

な
い
か
た

　
奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
国
公
立
大

学
…
六
千
円
　
私
立
大
学
…
八
千
円

国
公
立
高
校
・
高
専
…
三
千
円
　
私

立
高
校
・
高
専
…
五
千
円

　
募
集
人
員
　
大
学
・
：
1
7
名
　
高

校
・
高
専
■
･
･
2
4
名

　
申
込
み
　
４
月
1
6
日
卯
か
ら
５
月

婦
人
軟
式
庭
球
教
室

体
育
協
会
　
　
≫
5
3
　
７
６
４
4

　
日
程
　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
毎

週
金
曜
‐
（
開
講
式
は
４
月
６
０
６
）

午
前
９
時
か
ら
正
午

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
8
0
名
（
先
着
順
）

　
受
講
料
　
４
ヵ
月
で
四
千
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

　
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
　
〒
川
　
市
内
六
名
本
町
７
　
体

育
協
会
「
婦
人
軟
式
庭
球
教
室
」
係

へ
３
月
3
1
日
出
ま
で
に

※
　
ボ
ー
ル
以
外
の
用
具
は
各
自
で

準
備

　
問
合
せ
先
　
村
松
賢
一
郎
　
酋
９
９
一

1
0
1
1
4

１
月
～
３
月

Ｉノ
ソ

コ
ン
教
室

　
　
　
　
　
－
　
　
　
‐
　
１
１
－
―

情
報
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
萱
5
4
　
3
4
4
5

－
―
‐
・
　
‐
‐
‐
‐
ｉ
‐
‐
・
ｉ
’
‐

講
座
名
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
中
級
・

集
中
・
応
用
、
ワ
ー
プ
ロ
入
門
・
中
級
・

集
中
、
Ｄ
Ｏ
Ｓ
入
門

　
使
用
ソ
フ
ト
　
ワ
ー
プ
ロ
◆
一
太

郎
　
パ
ソ
コ
ン
◆
ロ
ー
タ
ス
ー
２

３
、
忍
者

※
　
詳
し
く
は
、
悄
報
開
発
セ
ン
タ

　
ー
ま
で

●
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額
装
ま
た
は
仮
縁
の
こ
と
◆
彫
一
工

芸
　
重
量
圓
㎏
以
下
で
展
示
室
へ
搬

入
可
能
な
も
の
◆
書
道
　
仕
上
り
寸

法
1
8
2
m
X
1
0
0
m
以
内
で
枠
張
り
ま
た

は
額
装
の
も
の
　
た
て
よ
こ
自
由

◆
写
真
四
ッ
切
以
上
で
写
真
パ
ネ
ル

張
り
の
も
の
（
プ
ロ
パ
ネ
ル
・
額
装

は
除
く
）
◆
デ
ザ
イ
ン
　
Ｂ
全
版
（
Ｕ

叩
×
1
0
3
m
）
以
内
で
パ
ネ
ル
張
り

「
第
1
9
回
岡
崎
市
民
美
術
展
」
の
文

字
を
記
入
（
課
題
作
品
）
　
四
色
以

内
（
白
色
は
一
色
と
は
数
え
な
い
）

　
応
募
方
法
　
５
月
９
９
一
日
㈹
、
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
出
品

票
、
作
品
添
付
票
、
作
品
預
か
り
証

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品

を
岡
崎
市
美
術
館
へ
搬
入
す
る
。
用

紙
は
市
役
所
、
美
術
館
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
内
画
廊
に
あ
り
ま
す
。

　
賞
　
岡
崎
市
長
賞
、
愛
知
県
知
事

賞
ほ
か
（
出
品
者
全
貝
に
参
加
賞
）

　
そ
の
他
　
０
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
課

題
作
品
で
受
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
市
民
展
の
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
に
採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
（
著
作
権
の
使
用
は
受
賞
を
も
っ

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。
＠

出
品
作
品
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
不

時
の
災
害
及
び
搬
出
期
限
後
は
責
任

を
負
い
か
ね
ま
す
。

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

14
日

出

13
日

附

12
日

附

11
日

(匍

10
口

吻

９
日

聞

７
日

出

６
日

(旬

５
日

印

４
日

出

３
日

附

２
日

間

収
集

日

賤

戸

数

1 2
区;

丁

田美

西合
　西

　本

　生
　田
　束

　生

寺目明南

葵｀大明
　六寺大

　名町寺

　1 '1
　丁上・

　目六２
　　｀名区

　明1 ｀
　大丁南

六目本向

名ご町山
束'｀２町
町冬区ヽ
　ヽ南、^

六!上両

名２六町
新丁名｀

町目四六
　｀丁名

yU

昌

大
平

上

大
平

西

丸

山

-●f

崎

５

６

７、

不

吹

人洞

平｀
下鳥

　｀隆
大与

平｀
辻大
中平

　収

５什

･UK-

(> 1

　２

　３

　4

牡に
謳
‰

詐

|が

眼小

束立

山坂

2 1

・区

ｆ　ゝU ．＿

　束

　山

　羽

根羽

北根

l束

･ 1
２・

･ 2
３・

　３

　羽

収

集

町

名

※
　
持
ち
寄
り
場
所
の
わ
か
ら
な
い
か

　
た
は
、
各
町
の
衛
生
委
貝
さ
ん
に
お

　
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第
1
8
回
岡
崎
市
民
美
術
展

（
市
民
展
）
作
品
募
集

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

2
3
　
6
4
3
2

－
　
　
　
－
1
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｌ
　
　
　
　
　
－
ｉ
ｉ

会
期
　
５
月
2
6
日
出
～
６
月
３
日

聞
　
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
６
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
会
場
　
岡
崎
市
美
術
館

　
応
募
資
格
　
1
6
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
い
ず
れ
か
の
か

た
。
た
だ
し
、
岡
崎
美
術
協
会
貝
及

び
昨
年
秋
の
岡
崎
美
術
展
（
岡
展
）

で
受
賞
さ
れ
た
か
た
を
除
く
。

　
出
品
料
　
無
料

　
出
品
条
件
　
来
発
表
の
作
品
で
同

一
種
口
一
人
一
点
に
限
る

　
募
集
種
目
　
絵
画
・
彫
塑
工
芸
・

書
道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
（
自
由
作

品
及
び
課
題
作
品
◆
課
題
　
米
年
度

市
民
展
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
）

　
出
品
規
格
◆
絵
画
　
5
0
号
以
下
で

　　国民年金保険料

　　　　　　　(3月分)

　お忘れなく納付くださるよ

うお顧いいたします。

　なお、m税組合で納付され

るかたは、各･組合で決められ

た収納取扱日に納付ください。

　このほか、岡崎市内の金融

機関で口座振替により納付す

る方法もありますので、ご利

用ください。

　　　　　　　収納課管理係

　　　　　n23　6 122

Ｉ
X
T
―
i
:７

-･ｎ
Ｍ
Ｉ
ａ
ｉ

M　　　　　　　　　’―Ｗ　　Ｗ　－　－－●--

●･
ＬＺＺ∽こＺ~ｉｉﾐZS-Zi-ごて-Ｚｔ-７７-７７-ＩＺ-ここｰこごｰて７-７Ｚ-ｉ：

　
春
の
植
木
展
示
即
売
会

ｌ
ｉ
　
　
　
　
－
－

農
務
課
園
芸
係
登
2
3
　
6
1
9
９

１
－

　
期
間
　
３
月
１
８
日
間
～
５
月
６

日
間

　
主
な
展
示
即
売
品
　
さ
ざ
ん
か
、

貝
塚
伊
吹
な
ど
生
垣
用
、
玉
つ
げ
、

さ
つ
き
な
ど
玉
物
、
黒
松
な
ど
仕
立

物
ほ
か
多
数

※
　
即
売
品
等
の
お
尋
ね
は
現
地
で

　
主
催
　
植
木
生
産
協
議
会

大樹寺

大樹寺り学校

喫苓こ葉.゛^;

国
道
２
４
８
号

トリイ

案内図
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お知らせ㎜

　｀曳　　参″　　自治課市民相談係

　　●●　　萱23 6492～6494

次のような相談を行っています。お気帷に

市民相談
　市民相談係では、

ご利用ください。

市
営
住
宅
空
き
家
待
ち

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

　
　
　
　
　
容
2
3
－
6
０
6
1

　
募
集
す
る
住
宅
　
第
一
種
・
：
北
羽

根
荘
、
土
井
荘
、
巾
之
郷
荘
、
桑
谷

荘
、
平
地
荘
、
若
松
荘
、
仁
木
荘
、

福
岡
荘
、
舞
木
荘
、
山
中
荘
、
大
樹

寺
荘
　
第
二
種
・
：
土
井
荘
、
巾
之
郷

荘
、
桑
谷
荘
、
山
中
荘

　
申
込
受
付
　
４
月
２
日
か
ら
2
7
日

ま
で
先
荊
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
詳

し
く
は
係
ま
で
。

毎日行っている相談(談認辣ｒ°)
名　称 内　　　　　審

行蚊til 談 巾政に吋する片情・要甲・.0:見・t＼m･1川合せ

'I- 謡相談 l.I常'k活から上じるいろいろな困りこ■ I.のii談

交通嘔故fil,iii 交m吸ﾀ)賠町問m､保険乱求予続き､示談の進sbななと･州目談

商齢者職j£棚談　■i^歳以1ブ）かたの求人･求職のft談と紹介　雲'23-r>49()

特別の日に行っている相談
（午後l時～4時）

　　　　　　　　－

身
体
障
害
者
更
生
相
談

福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
　
　
　
　
昔
2
1
ｊ
８
0
7
7

　
日
時
　
４
月
Ｉ
ロ
朗
　
午
前
1
0
時

～
午
後
２
時

　
内
容
　
在
宅
障
害
者
の
福
祉
更
生

の
た
め
に
。
生
活
、
医
療
、
訓
練
、

就
職
等
の
各
種
相
談
、
援
助
、
指
導

を
行
い
ま
す
。

　
会
場
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
相
談
員
　
岡
崎
市
身
休
障
害
者
相

談
員

名　　称 相談　日 相　談　員

心配ごと以権)相談 4J略皺ﾄ人隆擁.溥委員

困りごと行政)相談 川端 行政相談委日

法　律　fll　談

鴎に巾

　　２口

　　9
日

4 Ml6日
　　20日
　　23日

１

１

１

Ｚ
弁　　誂　　士

脱　令　相　談 ４月12日困 脱　　理　　十

登　記　相　談 ４月12日(村
司　法　書　士

土地家星調査±

建　築　相　談 ４月18日附 建　　築　　1:

洲Hi: 設計相談 ４月26 a附 洲　　量　　上

　｜
・

※相談は、すべて無料・秘密です。

※市民相談係は市役所正面玄関を入ってｲ了則で十。

市
民
交
通
傷
害
保
険

交
通
安
全
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
Ｃ
Ｄ
３
４
０

　
保
険
料
　
一
人
一
年
四
百
八
十
円

た
だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
で
す
。

0
7
0
歳
以
上
（
大
正
９
年
５
月
２
日

以
前
生
ま
れ
）
＠
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
か
た
＠
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
○
療
育
手
帳
所
持
者
＠
岡
崎
市

遺
児
手
当
を
受
け
て
い
る
子
供

　
補
償
　
五
千
円
か
ら
百
万
円
ま
で

の
1
0
区
分

　
保
険
期
間
　
５
月
１
日
一
一
年
間

　
加
入
手
続
　
４
‐
り
１
日
か
ら
巾
込

書
に
ほ
険
料
を
添
え
て
交
通
安
全
課

ま
た
は
支
所
の
窓
口
へ
（
町
内
収
り

ま
と
め
期
間
中
は
総
代
さ
ん
へ
）
。
申

込
書
は
町
内
会
か
ら
配
ら
れ
ま
す
。

〔
岡
崎
市
〕

23政
，課
6
２
1
２

金
融
相談

匹商

filよ邨漸･|ヽ理工
紬る営･l:ik士相

　咽･l.父ー■
一談

名

称

嗣荏四φ

く咄咄　17日
　・の時８
　ISd午　時
　?　　30

■　ぃＱ　　　分

場相け電
所談　｀話
を貝そで
決　｀の予
め相内約
ま談容を
す日に1凶
゜峙よ時

　・り受

穣
昌

労商市
政工役
課　所

ｉ

〔
岡
崎
商
工
会
議
所
〕
豊
5
3
ｊ
６
1
６
1

自? 霖 金

融
相

談

発
明

相
談

法

律
相

談

ｌ

談

名

称商

彙
工
巣

12
日

18
日

18
日 祚に
竺

６
日

20
日

２
日

16
日

毎

週

火

曜
日

相

談

日

ｇ ９

時

10

諮

口

S is
ｉ

※
　
金
融
棚
談
の
う
ち
、
商
工
中
公
は
1
3

　
日
、
中
小
公
庫
は
K
i
i
n
で
す
。

ｉ
　
小
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
l
>

土
地
取
引
の
届
出

調
整
課
調
整
係

萱
23

6
０
２
９

　
一
定
の
而
積
（
市
街
化
区
域
三
百

㎡
、
市
街
化
調
整
区
域
五
千
㎡
）
以

上
の
土
地
を
売
買
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
国
土
利
川
計
画
法
に
基
づ
き

契
約
の
六
週
間
前
ま
で
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　
問
合
せ
先
　
調
整
課
調
整
係
ま
た

は
西
三
河
事
務
所
行
政
課
　
豊
2
3
－



ざ　　き
㎜

お　か

お知らせ

市政だより－17 －　1990年３月15日

交
通
事
故
に
あ
つ
た
ら

す
ぐ
国
保
へ
連
絡
を

国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
容
2
3
　
6
０
2
5

　
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
、

そ
の
医
療
費
は
原
則
と
し
て
加
害
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
「
第
三

者
行
為
被
害
者
届
」
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
国
保
で
も
治
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
国
保
が
加
害
者
に
代

わ
っ
て
一
峙
立
て
替
え
、
あ
と
で
国

保
が
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す

詳
し
く
は
係
ま
で
。

国
民
年
金
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
　
　
　
―
―
－
―
－
ｉ
－
ｉ

国
保
年
金
課
年
金
係

　
　
　
　
　
容
2
3
‐
６
1
7
1

－
‐
－

－
－
・

●
保
険
料
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く

　
元
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
納

付
さ
ま
れ
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
万
一
の
と
き
の
各
極
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
す
ぐ
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　　自動車文庫e

月のあおい号051
゛22

5 1
巡回日 巡回場所 駐車時間

３日㈲
＼i日脚

岡崎小学杖 矢作南小学枚 午前io:00～n:00

常磐小学杖 井田小学枚 午筏1:30～2:30

常磐東小学杖 梅園小学杖 午後3:00～4:00

4日南
18日伽

根石小学校 午町io:00～11:00

百　々　公園 滝　団　地 午後1 :30～2:30

諧
峨南小学校 本宿グリーンランド 午前IO:oo～n:00

大門小学校 午筏1 :30～2:30

大尉寺小学杖 午後3:00～4:00

6日倒
2Q日倒

北野小学枚 福岡小学校 午前10:00～n:00

連尺小学杖 本宿小学校 午後1:30～2:30

矢作北小学校 生平小学杖 午後3:00- 4 TOO

lO日㈲
24日脚

男川小学校 六ッ美南部小学杖 午前io:00～li:O0

細川小学枚 恵田小学校 午優1 :30- 2:30

奥殿小学校 岩津小学校 午後3:00～4:00

11日伽25日南

矢作西小学枚 矢作東小学杖 午耐10:00～11:00

秦梨小学校 竜谷小学杖 午後1:30-2:30

常磐南小学校 山中小学杖 午後3:00～4:00

i2日俐2B日南

六ツ美m小学校 六ツ美中郁小学杖 午前10:00-11:00

愛宕小学校 美合小孚杖 午後1:30～2:30

広幡小学杖 藤I||小学杖 午後3:00-4:00

13日吻2i日吻

上地小学杖 緑丘小学校 午前10:00～11:00

美合平地荘 北斗台団地 午後1:30-2:30

悪天候（暴風、台風）の時は、巡回を中止することが

ありますので、図書館へお問合せください。

曲

　
強
制
加
人
（
第
一
号
被
保
険
者
）

で
、
低
所
得
、
病
気
、
災
虫
‥
な
ど
で

保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
か
た
は
、

係
ま
で
ご
相
談
を
。

●
保
険
料
の
改
定

　
四
月
分
か
ら
定
額
保
険
料
月
額
八

千
四
百
円
、
付
加
保
険
料
八
千
八
百

円
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
に

　
四
月
に
一
年
分
を
前
納
す
る
と
、

定
額
前
納
保
険
料
は
九
万
八
千
三
百

七
十
円
（
割
引
額
二
千
四
百
三
十
円
）

付
加
前
納
保
険
料
は
十
万
三
千
五
十

円
（
割
引
額
二
千
五
百
五
十
円
）
に

な
り
ま
す
。

森
林
組
合
員
の

所
在
を
確
認
し
て
い
ま
す

森
林
組
合
（
農
務
課
内
）

　
　
　
　
　
ａ
2
3
　
６
２
０
2

　
森
林
組
合
で
は
、
組
合
貝
の
所
在

確
認
を
昭
和
六
十
二
年
か
ら
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
５
月
の
総
会
で
、
所

在
確
認
済
み
の
か
た
の
う
ち
、
脱
退

希
望
の
か
た
に
は
、
そ
の
手
続
き
を

行
い
、
所
在
不
明
の
か
た
に
は
組
合

定
款
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
除
名

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
か
た
は
、
四
月

三
十
日
ま
で
に
森
林
組
合
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
な
い
か
た
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
除
名
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
定
款
十
四
条
（
抜
粋
）

　
組
合
貝
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
と
き
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て

こ
れ
を
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

倒
　
法
令
又
は
こ
の
組
合
の
定
款
若

し
く
は
規
約
に
違
反
し
、
そ
の
他
の

組
合
の
信
川
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
行

為
を
し
た
と
き
。
（
届
出
義
務
等
）

春
休
み
1
6
罰
映
画
教
室

中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
ａ
2
4
　
4
1
０
０

　
会
場
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
対
象
　
市
内
小
中
学
生

　
上
映
時
間
　
午
後
１
時
3
0
分
Ｉ
３

時
3
0
分

開催日 題　　　名

３月28日{羽

▼ぽくの家にカバかいる

▼吉四六どんＶゆきちゃ

んのこんにちは▼ぽくの

クモがっせん

3 月29日刈

▼明日に坪け▼ハチ公物

諮▼みんなあいさつ▼お

百姓さんの足･坊さんの足

※
　
希
望
者
は
、
当
日
、

　
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
刻
ま
で
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お知らせ皿

　
　
　
術
講
演
会

　
　
‐
　
‐
　
　
ｉ
‐
‐
　
―
　
ｊ
－
－
－
－
－
‐
－
ｌ
ｌ

四
れ
い

館
　
公
5
1
4
2
8
0

　
‐
１
‐

　
日
時
　
３
月
3
1
日
出
　
午
後
２
時

3
0
分
～
４
時

　
会
場
　
芙
術
館
第
１
展
示
室

　
講
師
　
日
比
野
文
英
氏
（
二
紀
会

同
人
）

　
演
題
　
美
術
の
流
れ
と
絵
の
見
か

た　
聴
講
料
　
無
料

　
定
員
　
8
0
名
　
（
先
着
順
）

※
　
美
術
館
絵
画
教
室
の
受
講
生
に

　
よ
る
「
絵
画
教
室
修
了
展
」
も
開
催

　
し
ま
す
の
で
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
場
　
図
書
館

　
受
付
　
各
講
座
と
も
３
月
1
7
日
出

午
前
９
時
か
ら
図
書
館
で
（
教
材
費

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

ア
イ
ス
ス
ヶ
－
卜
場

感
謝
デ
ー

岡
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
　
昔
2
3
　
1
９
1
7

　
３
月
2
5
日
間
は
「
わ
た
葉
子
無
料

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
行
い
ま
す
。

　
開
場
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
９

時　
使
用
料
　
一
般
◆
大
人
六
百
円
・

小
人
（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
　
団
休

（
3
0
名
以
上
）
◆
大
人
五
百
円
・
小
人

二
百
五
十
円
　
貸
靴
料
◆
四
百
円

が
必
要
な
講
座
希
望
の
か
た
は
教
材

費
を
添
え
て
）
。

読

占

会

－Eiii恍^
　・J皿７賞

i- 溝

　座

／●ﾐ鑑返

付

詣

講

座

名

小脇川
笠議崎
原会市

　委図
健員沁

　　鯨
治
氏

樋曖

　知

日淑
　徳

方人

麻■!■
日教

氏授

銑
嘩
;t

講

師

11
回

6
fl<1

６
回 璧

iI 一川･1

■8 IJ !]

5 !I　か
Ji :i r･ら

■
休fiij 水

１み10 fl^
n 一時３

は4　f]
第nま

2 '.i　て
水第　の

川3　第
日水　ｌ

　川　水

爪
斤
J?

I-.4
lift!)]

Hか

　八日r- (i

前川，

10ま
時で

　の
　令
　２時

　第
　-1

50g 5(1y，
fjO
Z

蛮
兪

無

料

卜
百
円

Ｓ

｜

第L[l]

<Jトルアーティスト展
－リトルアーティスト絵画コンクール優秀作品－

３月25日(日～5月日日(日)

おかぎき吐緊子ども美術匝物館

午-≫-J.,^時～午後4時30分

毎月耀日、睨日の翌日

ただし、5月4 口喇は開館

大人300円　小･中学生100円

本展開fillに伴う展示替えの

ため．3月23 FI喇・24日出

■会　　場

■開館時間

■休館日

■入館料

■臨時休館

おかざき世界子ども美術博物館　053－3511
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不動産無料相談
･1月3 H(火午iitlio時～

愛知県西三河･μ

(社)日本不動産鑑定協会愛知県部会

　　　　　萱い)r)2)n7レーC>?^r^＼

日　　時

場　　所

問合せ先

　
主
催
　
三
河
菊
花
協
会

※
　
菊
苗
の
無
料
配
布
券
を
差
し
上

　
げ
ま
す
。

‐
１

県
都
市
計
画
課
都
市
緑
化
計
画
担
当

a

0
5
2
9
6
1
2
1
1
1
（
内
2
6
4
7
）

―
―

日
時
　
４
月
2
9
日
間
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
県
営
大
高
緑
地
公
園
（
名

古
屋
市
緑
区
大
高
町
）

　
内
容
　
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
ぬ
い
ぐ

る
み
シ
ョ
ー
、
緑
の
写
真
展
、
協
賛

団
休
行
事

※
　
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
つ
い

　
て
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

　
す
。
詳
し
く
は
、
係
ま
で
。

菊
づ
く
り
講
習
会

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
　
6
2
5
7

　
日
時

　
場
所

　
講
師

蔵
氏

４
月
１
日
間
　
午
後
２
時

矢
作
農
協
本
店

全
菊
連
審
査
員
　
加
藤
万

・平成２年度市民センター講座のご案内・

　　　　　　　　　教育委員会社会教育課S23-6433

施設名 講　　　座　　　　名 受付期間

六ツ美市民センター

　　(下青野町)

　　S43－2510

ペン習字、毛筆習字、水盤山、紙ねんど、新婦

踊、民謡、ちぎり絵、陶芸、たのしい料理、墨

彩画、フラワーデザイン, 着物着付、着付とマ

ナー．編物、茶道、華道、煎茶道、ヨガ

４月１日

　　↓

4 ni5日

岩津市民センター

　　(岩津町)

　　S45－2512

水墨画、洋lilfi.華道．煎茶道、け糾教竃、フラ

ワーデザイン、陶芸、抑絵､中岡語､着物杵付、

家庭料理、プロポーション. 毛筆習字、編物、

ペン習字、藤工芸、社交ダンス、園芸

3 f]15日

　↓

４月15H

矢作市民センター

　　(宇頭町j

　　豊31－3202

家庭料理、煎茶道、手芸､俳m 入門､毛筆糾字、

ペン習字、フラワーデザイン. 着物着付'、暮ら

しのマナー、盆故、洋iiiii, ヨがワープロ、英

会話、カラオヶ、尿道、茶道、編物、水心画、

民雄、詩吟、昨句、社交ダンス, 人正琴

4 H 5日

　　↓

4 )]I5日

東部市民センター

　　(山mm)

　　S48－2922

和裁､毛筆習字､民謡､三味線､ペン桝字、陶芸、

絵画､ちぎり絵､剣幇誹排､いきがい､吹謡雛郎と

民踊､詩吟､婦人しあわせ､園芸､万葉槃入門、家

庭料･理、華道、柵物, ヨi1、着物着付とワンポ

イントマナー、茶道、3 B 体操、カラオヶ

３ﾔ5日

ｌ

４川O日

大平市民センター

　　(大平町)

　　登22一0162

日本両､墨彩[Bii,毛筆習字､ペン叫字､着物着付と

札作法、家庭料理、必子作り、ヨガ、盆栽、晦

工芸、ちぎり絵、表装技術、健康法、絹剛Hの

lit..糾土の歴史と文化財．バッチワーク、カラ

オケ、修道、エアロビクス、煎茶道、編物

３月15日

　　↓

訓]10 iH

南部市民センター

　　(羽桃町)

　S51－1579

ちぎり絵､紙ねんど､着物着付､茶道､きめこみ人

形.華道､毛筆が字､着物詐付と㈲乍法.水仙miと

デッサン、組ひも．フラワーデザイン、篠工火

中mm、家庭料理，パン料な、手芸編物、ペン

習字、リズム体操、新舞踊、大正琴

４川３目

　↓

４月15口

＊くわしいことは、それぞれの市民センターにお問い介わせください。

＊月曜日と睨口の翌日は、llj民センターの休館日です。

岡
崎
墓
園
の
お
墓
参
り
は

名
鉄
バ
ス
の
ご
利
用
を

保
健
課
斎
場
係

容
4
6
　
３
2
６
0

　
春
の
お
彼
岸
に
岡
崎
墓
園
へ
お
墓

参
り
を
さ
れ
る
か
た
の
た
め
に
、
右

記
の
二
日
間
名
鉄
定
期
バ
ス
に
加
え

て
臨
時
バ
ス
も
巡
行
さ
れ
ま
す
。

　
運
行
日
　
３
月
2
0
日
㈹
・
2
1
日
吻

　
区
間
　
束
岡
崎
な
岡
崎
墓
園

　
運
賃
　
大
人
◆
片
道
三
百
九
十
円

子
供
◆
片
道
二
百
円

※
　
他
の
日
曜
・
祝
日
に
は
定
期
バ

　
ス
が
巡
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
臨
時
バ
ス
時
刻
表

東岡崎発一岡崎墓園行

－一一一

東岡崎 中伝馬 梅園学校前 稲熊 岡崎墓園

9

10

11

14

00

00

00

30

9

10

11

14

02

02

02

32

9

10
n

14

叫

04

04

M

9
m

11

14

07

07

07

37

9

10

11

14

21

22

22

52

岡崎墓園発一東岡崎行

岡崎墓園 稲熊 梅園学校前 中伝馬 東岡崎

9 :50

10 : '^2

11 : Tl

15 : 52

9　:48

10 : 20

11 : 20

15:oり

9 :46

10 : 18

11 : 18

15 : 48

9 :42

10 : 14

11 : 14

15 : 44

28

00

00

30

9

10

11

15
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　　　　ｉ　　　　　ｌ　　．　　　　槻･1･ﾚ､言ﾃﾞ

S

IIIIIII

l

iム

　　　　　　M&恕

　　　　４月から

　毎月第2･第4土曜日は

市役所本庁舎･各支所などは

　休み(閉庁)になります。

　ツまぷぶご7賢二

　　　　職員課人事係晋23　6002
　靴い

い､白

崎1

，-、

開始します

　　　　　　　　　　　　二

丿

皆

…

……

ﾝ……

郵副こよる受付サービス.　　　‾T群詐]･-.>■ ‘,･，μ

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘一泡ぃ､.＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に･

　●サービスの内容占内の全部匝岫から郵帆　　　　・サービスの内容d｣役叫本庁舎とかll尺セ

　　で次のs 睡墳の古趾の交陣巾靖ができます、　　　　ンターに設置する休日サ一ビスコーナーて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次のb 師[蹟力み書類の火防巾請ができます、
　・対象となる事務○り梧謄抄本＠mai，　　　　■対象となる事務o戸籍梧抄本＠iii民票

　　の町し　＠皿民既記桟･卜珀証叫i乍分jll川　　　　の町しcf;H民票･記･町丿町M川り≒公証川り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○課脱り川!卜証叫＠固定資産課脱台帳
　・申請方法　?-数料. 厄送糾を同叶のうえ、　　　　　ひ録･j哺｢口llﾓI川リ1･.庫証明;

　　r|i役所へ郵送　　　　　　　　　　　　　　　■申硝時間　◆!.l 川・呪||と第2・槐,トl-.llμ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日…'|哨J･ 9時～'y-後5時◆第2・第A以外

　・必要書類　各部削局にｉえけけてあります、　　　　の1: lift!1ﾄ‥午後o時o分ヽ-r>時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・申請方法　r-数糾. 返送糾を同封のうえ、
　■交付巾,-ii'i後-i---1日中に郵居で火防_　　　　　　受･'iTiへ投人、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■必要書類　ａコー÷－に備えi＼けてあ'}ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■交付i|i.ii'j後2 ～3 LI中に郵送で火け．

　　　　　○～＠◆市民課窓口係n23－6 1 2 8　　　o◆市民税課市民税法人係き23-6 078
詳しくは･･･0◆資産税課土地保有税係魯23－6

0 9 6

■
お
わ
び
と
訂
正

巾
政
だ
よ
り
３
川
１
‐
廿
の
口
ペ
ー
ジ
　
　
隔
吐
の
Ｈ
定
明
溝
座
加
水
冰
て
海
遠
火
曜
‐
と
あ
る
の
は
’
雌
洲
百
‥
耀
‥
‥
‥
力
誤
り
で
し
た

４
月
の
行
事
予
定

　
　
美
術
館
　
e
5
1
　
4
2
8
0

第
1
4
回
群
翔
展

　
　
　
　
　
　
（
洋
画
）
　
が
～
％

山
田
ゆ
き
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
展

　
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）
　
％
～
％

第
2
7
回
書
門
西
三
学
童
書
道
展

　
　
　
　
　
　
（
書
道
）
　
％
～
％

布
草
書
展
　
（
書
道
）
　
％
１
％

近
代
書
道
名
品
展

　
　
　
　
　
　
（
書
道
）
　
％
～
％

第
2
1
回
慢
の
会
美
術
展

　
　
　
　
　
　
（
総
合
）
　
％
～
％

み
や
び
会
染
色
展

　
　
　
　
　
　
（
工
芸
）
　
％
～
％

第
９
回
岡
崎
Ｈ
・
ｃ
・
ｃ
写
真
展

　
　
　
　
　
　
（
写
真
）
　
％
～
％

友
絵
会
ち
ぎ
り
絵
展

　
　
　
　
　
　
（
工
芸
）
　
％
～
％

　
開
館
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後

６
時
（
入
館
は
午
後
５
時
3
0
分
ま

で
。
各
行
事
と
も
最
終
‐
は
終
了

時
刻
が
？
く
な
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
場
無
料

　
法
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

　
４
月
か
ら
会
社
及
び
法
人
登
記
簿

の
閲
覧
が
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
法
務
局
　
酋
5
2
　
9
2
7
８
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一
一

一
-
-

-
-

-
-
-

　　－－･「iれ成２年度

４月。
一 一

犬の登録と

狂犬病予防注射
保健課防疫係　き23－6 06 8

４月 (第１次日程)

保健だより
-
-

-
-
-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
-

-
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対　象　生後nl日（iヵ月) 以上の犬…毎年１回必ず

　　　お受けください。

受　付　お送りした「通知書」を必ずご持参ください。

　　　なお、新しく飼われたかたなどで未ひ録の場合

　　　は、その旨を会場でお申し出ください。

料金　4,720川（ひ録・注射料など）

※　つり銭のいらないようお願いします。

日(曜)
午　　　　　　　　　　前 午　　　　　　　　　　後

時　間 会　　　　　場 時　間 会　　　　　場

6 日溺10:00～11：30 酉｀々　|irj 百　々　公　民　館 1；-M～;i:30 I綱熊田』 梅園学区市艮ホーム

９日(II)

10：00-一11:30 明大寺町 市　立　図　河　館
１：30～2 :30 i--六名3]'日 勤労政’少乍ホーム
２：50～3：30 I巾岡崎町 T-　川　公　園

10:00～10：40 伊'iH町 愛右学区市尺ホーム 1 ニ30～2 ：2( 叫A; -'yHI '屯　　;似　　!允
11： 0～11：30 -I-工Ill]･ 西　　別　　院 2 :50～-.i :3i) 尼能昆町 浄　　･'.'/　　寺

10日(心
10：00―11：30 中鳥町 ベッ笈農協中島支店 １：30～3 ：3Q 片田1町 北　部　公　会　童

10: GO―11：30 鴨田町 斐農w, 大樹、¥支店 １：30 ～3：30 人　T･IS! 大■V-市民センター

11日C沁
10：00～11：30 本伺町 東部農Ini 本'iu'i支店 １：30～3 :3(> ■f心作町 ｘ作農[/J, 本店

10：00～II：30 洞　　町 洞　消　1防　祐　所 Ｉ ■.:{~3：30 hvi川町 陥岡?=区巾民ホーム

12日(木)

10：no― 11：:30 日名西町 日　名　抑　叫　宮 ｌ：;-io～3：30 'fこl直nir 午　皿　公　民　館
lu：00～10：40 釧･|崎丿町 御　鰍　柿　礼

１：30- 3：30 ﾄﾞI'i- 町’阻; 六ツ美市£-oセンター
11：00―11：30 [-J也6T目 I:地第二公民館

13日(旬

10:00～11:30 . 細川町 北　牛　介　会　館 １：30-3：30 大門3 1目 人門学区市民ホーム

10:00- U：30 中之裂町

ｉ

巾之ー|;公民fir-;
１：30～1 ：50 ']ヽ芙|町 順　　正　　寺
２：10― 2 :3( 保け町 保　母　公　尺　館

2 ：5a～3 ：30 岡　　町 法　　泉　　寺

16日(月j
10:00～11：30 六供町「u心会館北側駐i|'- ±14- 1 ::iO～３：^0 厩　目町 X-(乍4ﾋ匈と区市尺ホーム

10：00―11：30 西蔵前町 葵農協岩津支店
1：30～2 :l( 元欠町 眼石学区市艮ホーム
2 :40～3：30 笑合新町 美　合　公　民　館

17日(-ki
10:00～11：3(J 福川町 福岡学区i＼i民ホーム １：30～3：30 坪内町 六ッ美装協井内支店

10 00～11：30 山綱町 東部r|j 民センター １：30～3：30 沌　　町Ｉ葵農協常磐支店

lS日(相
10:00～11：30 矢作町 人作農協4こ店 １：30～:i ：li 人和町r一人印農協牧内支店
10:00～10:30 朝　日　町丁 朝　日　公　民　館 １：30~ 2：10 明大寺町Ｉ三島学区rh･民ホーム
10:50一一11 30 六名南ir目 ，、名叩=区市民ホーム ２：40~ 3：31 笑合田| 平地中//'･尺館

19日(昶
10：00～11；30 井田町 -n丿「II　八　I随　'l,‘ 1 ：30～A :30 本債町 （旧）本宿学区公艮訟゛
10：00～11：30 戸崎町 南　中　学　校 1:30～:J :30 ■JifS　目　町 北野学I?: ，u民ホーム

20日(勿

10：00～11:30 斜11川　町 利川第二公尺館
I :40～1:50 , 峻通津町 岐通津説教所前
２：20― 2：40 恵田m 心田学区市民ホーム

３：00~ 3：30 岩津町 岩i-lt ，Ij民センター

10:00～II：30 蓑　川町 蓑　川　公　心　館

ｌ：3U～2：00 田　口　町 常磐南学区市民ホーム
２：20～2：30 米河内田「 米河内公尺館

２：50- 3：00 安戸町 安戸消防詰所
３：20～3 :.1O 大抑D町 人　聊　公　瓜　館

21日CiJ 10こ00～11：30 康咀姐|叫 岡　&な　保　随　･'J'r
　

23日{I）

10：OO~li::i(l 束本糾川」 人(1--農協本郷支店 １：■M)~3：30 緑IT. 2 r目 竜　南　中　-/丿　陵

10:00一一11：30 大内1 )■目 屯美!t.人西公民館
１：30 ~ 2 :30 藤川台-A］目 藤inに戸[>(.市i心ホーム

3：!)0～3 -.30 桑　谷町 政谷学区市民ホー･/,

24 日(火)

K):D()～11：30 n-内町 六■y 美装扁社内女店
1 :30～2 :(0 余梨町 豪　梨　小　学　校

２：20～2 :50 ゛iご平町 生価ai」公尺館

3:10～3:30 ;^生1町 蓬十剛公民館

10：(jO～11:30 大和町! X- iV-農協牧内支店
1 :30～Z ：.n 若松束町‘日 嗇松東公民館

2 :50～3 :30 羽瓜[町 r町部市1心センター

25日('to

10:00～10:50 羽根町 羽似学区Ml民ホーム 1:U)～2 :1O 皿MS; 則･ 1が殿学区市民ホーム

11：10～ll：3(〕 上地３丁目 上地学区市民ホーム
２：30～2：50 召Ji hi; ■a 心’胴;(ai 局序i
３：20―3：30 日　影町 日　影　扨|　叫　匹n

10:00～10：40 宇頭町 宇　頭　公　民　館 １ :3( ～２：30 大門4 ]"'日 大門学区,Ij民ホーム

11：1)0～11：'A( f謡　日　(HJ’ 人作-＼t学＼'^市民ホーム 'I; 50 ― ;i：:io i屯　　匪r . 必農協戈一今 支占

26 日利

10:00～11 30 戸叶町 /｣ヽ:w:i反き衿区市Kホーム １：30～3 :30 中島町，六ッ笑農協中島支店

10：00～11：;io 元　欠町 恨町学区市民ホーム
1 :30~ 2：00 池金町 池　金　公　卜　館

２：21)～Z：･10 山綱町 巾　柴　公　民　館

3 :( り～s：20 羽栗町 羽栗町集会所

５月　　　　　　　（第2次日程）

M日(II) 10：00～11：01) 上六名,:i丁川 勣ｳ丿fr少年･ホーム
１：30～2：00 岩津iirj- 岩十ill民センター
2 ::no～３：3U 矢作川」 矢作農協本店

15口(刈 10:00-11：00 卵熊町 侮1刺学区市民ホーム
１ :3t ― 2：2(J 柚岡田」 福岡学区市民ホーム
2:50― 3 :30 羽根町 羽1』｛･？区(17i心ホーム

17出刈 H : 0(1～11：00 'Il'li川|l[i- 葵農協大尉寺丈川
1 :3i)～2:2(1 芙合川 平地巾公民肝

2 こ50～:^：30 本則Hij ０日) 私絹学区公人館

18日m 10：()()～n：00 '＼-'占H-ifりllj･六ツ奨市民センター
1 : 30 ― 2 ; 20 大　t-町 大’F市民センタ一
2：.^O～3：30 珪皿丿j 北　部　公　会　堂

19日(十) 10:00～11:30 康生通西 岡　|｢＼/.f　傑　健　叫 ぺ

※農1働の名称はりに［lから変更される予定ですのでご注憲くださ･，
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保健課　萱23　6 179
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(豊23　6084)

室
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へ電話で申し〕

コレステロール・中性脂肪を

　　上手に減らす食事

S23　6084]

岡崎歯科医師会
‥__＿　_．　　■

時間　午後6時～9時

教
一
室，

-

開 設
'^＿■

　--一一一-一一一一一一--一一Ｓ‾第１回目小児まひ予防

一 一

日　時　日曜、
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つた治療や対応が必要になります。
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生ポリオワクチンの経口投与
保健課保健係　萱23－6 １８０

－ - -

レ対　象　昭和4年及び平成元年巾に出生した乳i並び

　　　　に昭和^年以前に出生し、ワクチンの２回投与

　　　　を受けていない幼!A1 （4歳の誕生日まで投与可）

）料　金　無　料

＜４月の日程表＞（５月の日程は、４月15日号に掲幟）

日(曜)
会　場　名

午前10 : 00～11:30 午後i:30～3:30

３日(匍 m市大平市民センター 岡崎fiT大平市民センター

４日團 m市岩津市民センター 岡崎市岩津市尺センター

５日(木) 岡崎市南部市民センター 岡崎市南部市民センター

６日吻 岡崎市保健センター 岡崎市保健センター

W日陶 岡崎市東部市民センター 岡崎市東部市民センター

11日俐 岡崎市矢作市民センター 岡崎市矢作市民センター

12日(村 岡崎市柵岡学区市民ホーム岡崎市城南学区市民ホーム

13日出 岡崎市保鯉センタ― 岡崎市保健センター

17B図 岡崎市六･vH市民センター 岡崎市六ｯ美市民センター

18日出 岡剛i大樹寺学区市民ホーム 崎^i大樹寺学医iti民ホーム

19日附 岡崎市保健センター 岡崎市保鯉センター

※　投与当日は体温を測定し、通知書・母子健康手帳を

　ご持参ください。
　　　　　＿　　　__　__　　　　　　_　__
Ｉ難病相談室(無料)

岡崎市医師会難病相談室　き52－3 5 2 6

祭日及びセンターの休館日を除く毎日

　　　午前９時～午後４時

･場所　岡崎市医師会公衆衛生センター内難病相談室

け″と、あきらめる前に
　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市医師会

敏近物忘れが多い、元気がなく反応が少ない、夜大　　゛v馬9こ,’＼yj*じ･●.'■*　／ ゛ ‾、／＼^ ノ･ゝ/J ’g・ ゝ/A. ftU｀／^ ノ’＆゛’●　r馬.八｝

声で騒ぐ、怖がる、怒りっぽい、「ご飯に毒が入ってい：

る」「ゆうれいがいる」などと言い張る、などの梢神

症状が高齢のかたに初めて出現すると､’ぼけ。だから、

痴呆だから治らない、と簡単にあきらめてしまうこと

がよくあります。

　しかし高齢のかたの精m状は、そう単純なものでは

なく、治療の効米のあるものも少なくありません。

　高年期のうつ病は、よく痴呆と間違えられますし、

夜閻せん妄という、一時的な脳機能低下に1半う幻覚妄

Ｓ恕状態も珍しくありません。いずれも、痴呆とは異な

また、たとえ痴呆であっても家族のかたにとって対応ｌ

’が難しい幻覚妄想症状や、それにともなう興奮、不眠、jl

怒りっぼさ、不安、いらだちなどのIll状は、精神的治ｊ

３療法や、薬による治療で消矢したり軽減したりします。

｜　最初から治らないものときめつけないで、ご相談さ

Ｑれることを、おすすめします。

早期に治療を開始することが大切です。

保

－

- i ＝ ㎜

申込方法

※

■

容
師
員

内
講
定

※

健
レ日　時

）場

）内

所
容

　　　　"･皿==　　　---　-　　　　　　皿　　　-㎜---←--　　W==「保健センターの教

岡崎市保健センター　萱25　1144

事前に保健課

込み、当日会場へお越しください

日　時　４月24日吹）午ll'jl 時～午後零時30分

　　　　　{･･3:付９時45分から）

講話・調理実習・試食

栄養｣:　近藤かづ子氏

2-略

エプロンを持参してくださ･，

　　　　f火成人病予防の相談健康相ａ健康に関する相談

場　　所　岡崎市保健センター(公25　11441

持参するもの　鯉康手||1U [まだお持ちでないかたは受

　　　　　　付へお申し出くださいい

＜４月の日程表＞　　(保健課健康竹理係

日(曜) 受付時闘 内　　　　容

3日(心 午前lO時～11時 ・血圧刈定、尿検査
・みそ汁の塩分濃度測定

・保鯉婦の＼m＼川談10日(勿 午前10時～11峙

24 日火 午後１時～2時

・Iflllj-.洲定、尿検■■り

・みそ汁の塩分流地

・保仙婦の佃別i＼副

・内科医師の佃別ｷi

・歯科医師の佃別ﾄi

測定

談

談

みそ汁はよくかきまぜてコ･Vプ半分位お持ちくだおヽ。

木曜夜間当直の歯科医師

＜４月の日程表＞

５　日 12　日 19　日 26　日

不破歯科医院

　(杜町)

S54－5454

本多歯科医院

　(欠町)

酋22-8888

松本歯科医院

　（土井町）

酋54－0158

水越歯科医院

(八ッ木町)

　045－2407

康
-･一一一一一一-
毎週火曜日　午前9時～ll時（予約制）

　岡崎保健所健康増進室

　運動機器を使って安全かつ科学的に、あなた

に合った運動を処方します。

〉料　金　有　料

〉申込先　岡崎保健所事業担当（豊22－2501）
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母

〉開講時間

1990年３月15日

親　　教　　室

_____＿＿＿_‥__‥_…_■

午前9時30分～12時･午後1時～3時3n分

i〉持参するもの　ほ子健康手帳、筆記川具

＜４月の日程表＞　　（保健課健康竹理係 酋23－6084）

則m.) 対　象 内　　　　容 場所

４日出

(午前) 妊娠７ヵ月

ごろまでの

かた

・妊娠中の食事と栄養
・妊娠中の琳の手人れと

　子どものむし歯f防

|聯な保健所

５日困

(午後)

・妊妬

　-i

・妊娠I

中の生活と唯備

婦休操･準備川nil一

jの気をつけたい病気

岡崎山

保吐センター

18日印

(午前)

妊娠８ヵ月

以降のかた

・お産の経過と産後の
　生活

・赤ちゃんの生活

岡崎保健所

26日困

(午後〕

奸娠≪ ヵ)｣
ごろから面
後3ヵJIごろまで<r)かた

・母乳で育てよう

・産後の母乳相談

岡崎市

保健センター

※妊婦体操は運動のしやす･，

●‾

日

離

時

所
象

場
対

乳

一一

一一

食

り擬装でお受けください。

一一一一一　　--

　講

一--　--
４月10日(火)、24日(火)

習
心
ヱﾆi

午前10時～llll.'i=3( 分

　(内容は、両日とも同じです)

閻崎保健所(康生通酉3 －30　a22－2501)

3ヵ月~6ヵ月児を持つ母親

持参するもの

乳 幼

母子健康手帳、筆記用具

児
｜ 　--

健 康 診 査

｜

　一一一一一　一一対　　象　４ヵ月児及び４ヵ月以降で、まだ本市の健

　　　　診を受診していない乳幼児

受付時間　午後１時～1 時30分

内　　容　医師の診察、身体計測、f呆健婦の育児・栄

　　　　養相談

　　　※午前中の健康相談

対　　象　10ヵ月児

受付時間　午前10時～10時30分

内　　容　身休計測、保健婦の育児-栄養相談

持参するもの　母子健康手帳、うすいバスタオル

＜４月の日程表＞ m健課健康管理係酋23－6084)

対象区域（学区） 日(咄〉 場　　所

梅園、根石、辿尺 ６口剛

岡崎i靖健センター

　　公25 1144

(m.皿南3 7 口e)

肘､愛宕､広幅,常磐哺･紅常磐 13日白

六名、三島 17日㈲

竜美丘．大樹寺 20日溺

竜谷．藤川、山中．本布 ５日田 服部市民センター

六ッ美(中部･北部･南祁) 1(旧例 六･･,芙市民センター

恵田,岩津､大門､奥殿､糾|| 12 a 限 岩津市民センター

羽風小豆阪､城南洲崎､福剛上地26日困 南部＼i民センター

男川､契合､緑爪､生平､m梨 24日(幻 大平市民センター

矢作(束･北･西･㈲､北町 27日溺 矢作市民センター

市政だより　　お　か　ざ　き

４月。

育児相談は毎週水曜日午前中に保健センター(S25－1144)へ

■4月の
一一一一

小

児がん検査
－ ‥ - ・

生後fiヵ月になったら検禿を受けましょう。

･対　　象　平成元年9月～10月生まれ

･送付先　愛知県健康づくり振興淑業団

･検査用紙　乳幼児健康相談会場でお配りした用紙

１歳６ヵ月児健康診査

　　‥　　_____　．．　．_　‥_　　　■－ -

〉対　　象　昭和63年10月生まれ

･場　　所　岡崎市保健センター（昔25－n44)

〉受付時間　午後１時～１時30分

レ内　容医師・歯科医師の診察、身体計測、育児・　●

　　　　　栄養相談

イ持参するもの　雌子健康手帳

＜４月の日程表＞　　（保健課健康管理係S23－6084）

対象区域(学区） 日(曜)

岡崎･羽田・小豆坂・緑丘・生平・秦梨 3 日(幻

六ッ美（中部・北部・南部）･連尺・北野 ４日團

根石･広幡･愛宕･井田･常孵･常m南･東) ９日(月)

六名・心田・岩津・奥殿・細川・美合 11日附

梅園■城南・福岡・上地 16日(f])

矢作（束・北・西・南） 18日困

三鳥・竜美丘.・大門 23日凹

男川・大樹寺・本宿・藤川・山中・竜谷 25日附

※指定の＼時に都合の悪いかたは､1 歳8 ヵ月までにお受けください。

i

３ 歳 児 健 康 診 査
・●対　　象　昭和2年3月生まれ

入場　　所　岡崎保健所（康生通西3 －30 昔22－2501）

ト持参するもの　l^子健康手帳

レその他　尿検査も実施します。

＜４月の日程表＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

対象地区（学区） 日(曜) 受付

根石、六名、竜美丘 18日困

午後！時

　～２時

羽根、小豆坂、城巾．岡崎、美合．

緑斤.，竜谷
４日俐

三i:，

心卜

、井Il|、愛宕,連尺，広幡、

、岩出、奥雌、細川
10 H㈹

り
糾

、生平、秦梨、藤川、山中、

、六ッ美(Iにし北部・市部j
17日脚

常磐|町．常外束、常磐、矢作東、

矢作北、北叫、矢作西、矢作南
３日田

m貳柵岡、上地、大同寺、大門 24口㈹
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四
　
戦
国
時
代
の
松
平
家
に
は
信
康
を
名
乗
っ
た

者
が
二
人
い
た
。
徳
川
家
康
の
長
男
次
郎
三
郎

儒
康
（
一
五
五
九
一
七
几
）
と
家
康
の
叔
父
と

も
伝
え
る
源
次
郎
信
康
（
？
～
一
五
四
〇
）
で

あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
新
細
岡
崎
市
史
２
中

世
の
第
四
章
で
詳
述
し
た
の
で
、
後
者
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
よ
う
。
彼
は
松
平
系
図
の
不
確
実

性
を
象
微
す
る
人
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
五
四
〇
年
六
月
、
安
城
松
平
家
の
故
地
安

城
城
は
織
田
削
秀
（
尉
長
の
父
）
の
猛
攻
を
う

け
て
つ
い
に
六
日
に
落
城
し
、
城
主
左
馬
助
長

家
（
親
忠
子
）
以
下
五
〇
余
人
が
戦
死
し
た
、

源
次
郎
儒
康
も
そ
の
一
人
で
、
大
樹
寺
過
去
帳

に
は
法
'
:
＞
；
i
信
翁
祥
忠
、
広
忠
弟
と
も
清
康
弟
と

ん
記
す
。
近
吐
の
旅
府
編
纂
物
で
は
、
水
野
忠

政
室
で
家
康
生
母
於
大
を
生
ん
だ
於
富
（
華
陽

院
）
が
、
清
康
に
呵
嫁
し
て
□
康
を
生
ん
だ
と

さ
れ
て
い
る
。

1990年3 月15日

当
時
広
忠
は

十
五
歳
で
あ

る
か
ら
、
弟

な
ら
ば
そ
れ

以
下
の
年
齢

で
あ
り
、
討

死
す
る
様
な

幟
場
に
出
る

に
は
若
す
ぎ

る
感
が
あ
る
。

各
祉
の
松
平

系
図
に
は
詳

一
人
の
松
平
信
康

『
ｌ
・
禰

‐
ｉ

－　　　－‥　-‥　－

し
い
記
事
が
な
い
．
源
次
郎
と
は
大
綸
松
平
家

の
嫡
子
の
通
称
で
あ
る
が
．
大
約
家
の
系
図
に

は
信
康
は
見
当
ら
な
い
．

　
昨
秋
、
愛
教
大
学
生
が
卒
業
論
文
準
術
中
に

名
古
屋
市
守
山
区
の
長
度
か
で
、
尾
張
源
氏
山

田
氏
の
系
譜
書
「
山
川
世
譜
」
を
見
せ
て
い
た

だ
い

た

そ
の
中
の
儒
長
家
臣
山
田
古
久
の
記

事
に
実
は
松
平
下
野
守
信
康
の
不
で
、
父
が
「
天

文
几
年
（
一
五
四
つ
）
庚
戌
六
月
六
日
」
に
安

城
で
幟
死
し
た
の
で
、
妊
娠
五
ヵ
月
の
は
好
子

　
（
山
田
亜
光
な
）
は
尖
家
に
帰
っ
て
ト
ー
月
に

古
久
を
生
ん
だ
と
あ
る
。
戦
死
の
日
・
場
所
の

一
致
か
ら
下
野
守
と
源
次
郎
は
同
一
人
物
に
間

違
い
な
く
、
か
つ
信
康
は
す
で
に
結
婚
し
て
い

る
か
ら
、
広
忠
と
同
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
の

で
、
広
忠
弟
説
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
。
。

　
・
山
田
氏
は
承
久
京
方
の
山
田
重
忠
の
末
裔
で

中
世
後
期
に
は
斯
波
氏
・
織
旧
氏
に
仕
え
、
轟

川
井
部
熊
野
荘
を
領
し
て
い
た
。
重
光
の
母
は

松
平
人
膳
亮
光
重
ｆ
、
好
子
の
姉
は
松
平
行
京

亮
定
親
室
と
あ
っ
て
、
十
丘
世
紀
前
葉
に
松
平

一
族
と
の
縁
組
み
が
目
立
つ
。

　
信
康
の
結
婚
は
桜
井
家
の
信
定
と
織
川
に
秀

の
姉
妹
の
縁
組
み
に
み
ら
れ
る
織
田
・
松
平
友

好
闘
の
産
物
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
□
康
の
系
譜

は
、
母
と
い
う
於
富
の
経
歴
の
不
明
確
と
あ
い

▲安城城址

ま
っ
て
確
定
す
る
に
は
困
難
が
多
い
。

　
市
史
編
さ
ん
中
世
班
編
集
委
員
　
新
行
紀
一

|ﾓ'r-　r-f&2時～６時　　岡崎市医師会　≪52　１ 5 7 １乍前９時

突発急患者のための

　　　　緊急当直担当時間

１　　日 ８　　日 15　　日 22　　日 29　　日 30　　日

霖

又示

霖

山崎医　院

し剥かき(i2－5225

岩瀬医院

I fiVi齢昔51－903(3

杉浦医院

1羽廓魯5ト1735

志　汽･医院

』ﾉ謡昔53－川5

葵クリニ･，ク

冲IIiJき53-7!^15

巾　尾　医院

巾り豊51-0018

サ!･―医院

i鴨剔豊24－i22i

小児科又ズキ医院

心美りrj さ53-ぶ77

　きとう医院

　りむ萱46－213.i

還■■■■･■■･■■■･･■¶n¶
　神谷内＼＼剛祚＼

　吠西)O24－2881

人山　医院

|束蔵前i昔-io一2015

■■¶■■㎜■■㎜■■■㎜■■a■
水野医院

川大が霖21-0339

高　付医院

■:|i!iii|y酋-i5一26^1

山　本医院

IHI]大寺斟き＼一mi

IJII　藤医院

凛蔵齢魯-l5一2054

　-･･－&Mla■･還l■a
サいウ正ク'lニ■ 7

浅後時)B24-5^105

　肖地医院

　沙妬昔21－2992
aa･-aaa---･･･-･･--一
　巾　央病院

　傭生船mn-iwo

霖
竹　医　院

１美細≫53－22ii6

堕瀕医院

　哺;魯iA -020S

艮野整形影成外m

叫人寺:'B25-3888

斉藤病院

(fK.%3 i魯21－O535

岸　本医院

凪幡3 ･O22－0926

巾　沢医院

(六惧3)a23-8100

恥
大　原医院

C十±1 .tき2t-1585

刎　Ⅲ医院

リ-(nい豊23-3170 岡崎a屑in本
t婦人f1･

豊21-8191

i"I 合医院

(能見)n21－6591

田那村病院

凛生ili)さ23-8161

神　谷　医院

("/I大剥BS1-5037

１ 小児科スズキ医院

I t芙T丘I萱53-3777

さいとう皮叫糾

心;酋54一63)(1

ra II-皮膚糾
順恨)さ53－ii28

松下医院

川大かき5i－5M'i

僑本医Ｒ

凛生ife"i雲22-349

長谷川医院

mi新1魯23-1871

３ 黒　HI　医院

順肪萱52一0453

大　吸医院

吐六?,1 きS2-0(凶

康生#1 院

順'iii{j)さ21-l340

松下医院

順大乍雲51－509'!

鳥

{偉

fl耳鼻科

1 .I魯21－3387

山　本病院

C連尺りa21-fl359

眼
科

岡　旧　医院

爪幡「･021一0134

f左野医院

眉前I )魯2l-4909

杉i･I

<康生東

　医院

･酋:^l-4880

桐渕医院

噴沢1 :昔22-I291

小島　医院

唐本1 )雲23－3381

鈴木医院

i幸田唸62－4lil2

霖 歯科医師会館（六供町三本松18の１　六供浄水場西約lODm ) 昔2] 0501　受付時間乖器?は二り霖

●平日夜間急病診療所(医師会公衆術生センター)容52－1572　　受付時間午後７時30分～10時30分

●救急医療情報のご利用は……き2i－1 13 3へ　　　　　　　　●救急は……容l 1 9へ

・編集と発行　　岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地　0(0564)23－5033
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